
社会資本総合整備計画
氷見市沿岸部における防災対策の推進 変更回数 4

　　　　　　平成23年度～平成27年度　　（5年間） 交付対象 　　　氷見市

津波災害時に浸水が想定される市街地に隣接した高台の避難場所として、朝日山公園の整備を行い、
沿岸部における総合的な防災対策の推進を図るとともに、安全で身近に利用できる都市空間を提供する。
公園施設の長寿命化と計画的な改築・更新を図るため、公園施設の長寿命化計画を策定する。

・避難収容人員を10,000人から12,000人に増やす。
・氷見市の都市公園の長寿命化計画策定公園数を、０公園から５公園にする。

公園の供用開始面積÷１人当たりの占有面積 当初現況値
(H23当初)

避難収容人員 10,000人

長寿命化計画策定実施公園数 ０公園

交付対象事業

全体事業費

H23 H24 H25 H26 H27 （百万円）

1‐A‐1 公園 一般 氷見市 直接 氷見市 187
1‐A‐2 公園長寿命化 一般 氷見市 直接 氷見市 8

合計 195

全体事業費

H23 H24 H25 H26 H27 （百万円）

合計 0

全体事業費

H23 H24 H25 H26 H27 （百万円）
1‐C‐1 施設整備 一般 氷見市 直接 氷見市 26
1‐C‐2 施設整備 一般 氷見市 直接 氷見市 5
1‐C‐3 施設整備 一般 氷見市 直接 氷見市 1

合計 32

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考
1‐C‐1 災害時における斜面土砂の流出を防ぐため、既存樹木の樹勢回復や植栽等を行うことにより、公園地盤の安定化を図る
1‐C‐2 老朽化した施設の更新等により、公園利用者の安全性の向上を図る。
1‐C‐3 連絡路整備により、避難住民の円滑な誘導を図る。

平成28年3月4日

12,000人

14.1 ％

備考

百万円

中間目標値 最終目標値
(H25末) (H27末)

定量的指標の現況値及び目標値

11,000人

事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

直接
間接

市町村名

32百万円Ａ Ｂ195百万円
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
227百万円全体事業費

Ａ１　基幹事業

Ｂ　関連社会資本整備事業

計画の名称

計画の目標

計画の成果目標　（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

計画の期間

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

都市公園事業（朝日山公園） 園路、広場、駐車場等5.3ha
氷見市 公園長寿命化計画策定調査 長寿命化計画策定　５公園
氷見市

事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

Ｃ　効果促進事業

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

老朽施設更新事業

直接
間接

事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

直接
間接

市町村名

氷見市 斜面保全事業 植栽　2.5ha
氷見市
氷見市 連絡道路整備事業

備考

事業実施期間（年度）
備考

事業実施期間（年度）
備考

市町村名

連絡路

５公園５公園

事業実施期間（年度）

効果促進事業費の割合
C／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

休憩施設等

C



市街地整備
計画名称 氷見市沿岸部における防災対策の推進
計画の期間 平成２３年度～平成２７年度（５年間） 交付対象 氷見市

１－Ｃ－１
斜面保全事業

１－Ａ－１
都市公園事業（朝日山公園）

１－Ｃ－２
老朽化施設更新事業

１－Ｃ－３
連絡道路整備

１－Ａ－２ 公園長寿命化計画策定


